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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凹凸形状を有する一対の圧着部材と、
前記一対の圧着部材の一方であり移動可能に設けられた可動圧着部材を移動させる可動圧
着部材移動手段とを備え、
前記可動圧着部材移動手段により前記可動圧着部材を移動させることで、前記一対の圧着
部材によって用紙束を挟み込み、該用紙束に綴じを行う圧着綴じ方式の用紙綴じ装置にお
いて、
前記可動圧着部材移動手段は、
前記可動圧着部材に一端が回転可能に連結された第一リンク部材と、装置本体に固定され
た固定部材に一端が回転可能に連結された第二リンク部材と、該第一リンク部材と該第二
リンク部材それぞれの他端を回転可能に連結する連結部とが設けられたリンク機構と、
前記リンク機構の前記連結部に一端が回転可能に連結されており、該リンク機構を伸張さ
せる第一位置と、該第一位置から退避し該リンク機構を該第一位置での姿勢よりも屈曲さ
せる第二位置との間で移動可能な連結部材と、
変位可能な回転軸を中心に回転可能な回転部材が設けられており、前記第一位置と前記第
二位置との間での前記連結部材の往復移動を、該回転部材の同一方向の回転動作により行
う連結部材移動手段とを有することを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項２】
　請求項１の用紙綴じ装置において、
上記回転軸が上記用紙束の厚さに応じて変位可能であることを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項３】
　請求項１または２の用紙綴じ装置において、
上記可動圧着部材で上記用紙束を押圧させるように上記回転軸に力がかかるよう、該回転
軸を付勢する付勢手段を有することを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項４】
　請求項３の用紙綴じ装置において、
上記付勢手段は、上記一対の圧着部材による上記用紙束への加圧力が、該用紙束の厚みに
よらず所定の大きさとなるようなバネ特性を有するバネ部材であることを特徴とする用紙
綴じ装置。
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【請求項５】
　請求項３の用紙綴じ装置において、
上記付勢手段は、上記一対の圧着部材による上記用紙束への加圧力が、該用紙束の厚みの
増加に応じて増加するようなバネ特性を有するバネ部材であることを特徴とする用紙綴じ
装置。
【請求項６】
　請求項３、４または５の用紙綴じ装置において、
上記一対の圧着部材で上記用紙束を挟んだときに、圧着部材間で生じる最大加圧力よりも
、該一対の圧着部材で該用紙束を挟まず該一対の圧着部材を接触させたときに、圧着部材
間で生じる加圧力が小さくなるように構成したことを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項７】
　請求項１、２、３、４、５または６の用紙綴じ装置において、
上記連結部材移動手段はクランク機構を有しており、
上記回転部材は、一端が上記回転軸に連結されており、他端が上記連結部材に対して回転
可能に連結された板状部材であることを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項８】
　請求項１、２、３、４、５または６の用紙綴じ装置において、
上記連結部材移動手段はカム機構を有しており、
上記回転部材は、上記回転軸を中心に回転可能な偏心カムであることを特徴とする用紙綴
じ装置。
【請求項９】
　用紙束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少なくとも備えた用紙処理装置において
、
前記用紙綴じ装置として、請求項１、２、３、４、５、６、７または８の用紙綴じ装置を
用いたことを特徴とする用紙処理装置。
【請求項１０】
　用紙上に画像を形成する画像形成手段と、
前記画像形成手段によって画像が形成された用紙の束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装
置とを備えた画像形成装置において、
前記用紙綴じ装置として、請求項１、２、３、４、５、６、７または８の用紙綴じ装置を
用いたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　用紙上に画像を形成する画像形成装置と、
前記画像形成装置によって画像が形成された用紙の束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装
置とを備えた画像形成システムにおいて、
前記用紙綴じ装置として、請求項１、２、３、４、５、６、７または８の用紙綴じ装置を
用いたことを特徴とする画像形成システム。
【請求項１２】
　凹凸形状を有する一対の圧着部材の一方である可動圧着部材を移動させることで、一対
の圧着部材で用紙束を挟み込み該用紙束に綴じを行う用紙綴じ方法において、
前記可動圧着部材に一端が回転可能に連結された第一リンク部材と、装置本体に固定され
た固定部材に一端が回転可能に連結された第二リンク部材と、該第一リンク部材と該第二
リンク部材それぞれの他端を回転可能に連結する連結部とが設けられたリンク機構の該連
結部に一端が連結された連結部材を、変位可能な回転軸を中心に回転可能な回転部材の同
一方向の回転動作により、該リンク機構を伸張させる第一位置と、該第一位置から退避し
該リンク機構を該第一位置の姿勢よりも屈曲させる該第二位置との間で往復移動させるこ
とを特徴とする用紙綴じ方法。
【請求項１３】
　請求項１２の用紙綴じ方法において、
上記可動圧着部材で上記用紙束が押圧させるように上記回転軸に力がかかるよう、付勢手
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段により該回転軸を付勢することを特徴とする用紙綴じ方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、凹凸形状を有する一対の圧着部材と、
前記一対の圧着部材の一方であり移動可能に設けられた可動圧着部材を移動させる可動圧
着部材移動手段とを備え、前記可動圧着部材移動手段により前記可動圧着部材を移動させ
ることで、前記一対の圧着部材によって用紙束を挟み込み、該用紙束に綴じを行う圧着綴
じ方式の用紙綴じ装置において、前記可動圧着部材移動手段は、前記可動圧着部材に一端
が回転可能に連結された第一リンク部材と、装置本体に固定された固定部材に一端が回転
可能に連結された第二リンク部材と、該第一リンク部材と該第二リンク部材それぞれの他
端を回転可能に連結する連結部とが設けられたリンク機構と、前記リンク機構の前記連結
部に一端が回転可能に連結されており、該リンク機構を伸張させる第一位置と、該第一位
置から退避し該リンク機構を該第一位置での姿勢よりも屈曲させる第二位置との間で移動
可能な連結部材と、変位可能な回転軸を中心に回転可能な回転部材が設けられており、前
記第一位置と前記第二位置との間での前記連結部材の往復移動を、該回転部材の同一方向
の回転動作により行う連結部材移動手段とを有することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　以上に説明したものは一例であり、本発明は、次の態様毎に特有の効果を奏する。
（態様Ａ）
　凹凸形状を有する歯型２６１などの一対の圧着部材と、前記一対の圧着部材の一方であ
り移動可能に設けられた下側歯型部２６１ｂなどの可動圧着部材を移動させる絞り圧着機
構２６９などの可動圧着部材移動手段とを備え、前記可動圧着部材移動手段により前記可
動圧着部材を移動させることで、前記一対の圧着部材によって用紙束ＰＢなどの用紙束を
挟み込み、用紙束に綴じを行う圧着綴じ方式の用紙綴じ装置２８０などの用紙綴じ装置に
おいて、前記可動圧着部材移動手段は、前記可動圧着部材に一端が回転可能に連結された
第一コネクティングロッド２７０ａなどの第一リンク部材と、装置本体に固定された固定
部材２７０ｆなどの固定部材に一端が回転可能に連結された第二コネクティングロッド２
７０ｂなどの第二リンク部材と、第一リンク部材と第二リンク部材それぞれの他端を回転
可能に連結する第一節点２６９などの連結部とが設けられたリンク機構２７０などのリン
ク機構と、前記リンク機構の前記連結部に一端が回転可能に連結されており、リンク機構
を伸張させる第一位置と、第一位置から退避しリンク機構を第一位置での姿勢よりも屈曲
させる第二位置との間で移動可能な第三コネクティングロッド２７１ａなどの連結部材と
、変位可能な回転軸２７１ｂなどの回転軸を中心に回転可能な回転ロッド２７１ｃなどの
回転部材が設けられており、前記第一位置と前記第二位置との間での前記連結部材の往復
移動を、回転部材の同一方向の回転動作により行うクランク機構２７１などの連結部材移
動手段とを有する。これよれば、上記実施形態について説明したように、用紙束の厚みに
よらず綴じ処理時の制御の簡略化を図ることができる。
（態様Ｂ）
　（態様Ａ）において、上記回転軸が上記用紙束の厚さに応じて変位可能である。これに
よれば、上記実施形態について説明したように、連結部材移動手段がロックされることな
く、回転部材を同一方向に回転させることができる。
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（態様Ｃ）
　（態様Ａ）または（態様Ｂ）において、上記可動圧着部材で上記用紙束を押圧させるよ
うに上記回転軸に力がかかるよう、回転軸を付勢するバネ２７３ａなどの付勢手段を有す
る。これによれば、上記実施形態について説明したように、一対の圧着部材により用紙束
を加圧することができる。
（態様Ｄ）
　（態様Ｃ）において、上記付勢手段は、上記一対の圧着部材による上記用紙束への加圧
力が、用紙束の厚みによらず所定の大きさとなるようなバネ特性を有するバネ部材である
。これによれば、上記実施形態について説明したように、用紙束の厚さによらず最大加圧
力を一定とすることができる。
（態様Ｅ）
　（態様Ｃ）において、上記付勢手段は、上記一対の圧着部材による上記用紙束への加圧
力が、用紙束の厚みの増加に応じて増加するようなバネ特性を有するバネ部材である。こ
れによれば、上記実施形態について説明したように、用紙束の厚さが高くなるほど、最大
加圧力を大きくすることができる。
（態様Ｆ）
　（態様Ｃ）、（態様Ｄ）または（態様Ｆ）において、上記一対の圧着部材で用紙束を挟
んだときに、圧着部材間で生じる最大加圧力よりも、一対の圧着部材で用紙束を挟まず一
対の圧着部材を接触させたときに、圧着部材間で生じる加圧力が小さくなるように構成し
た。これによれば、上記実施形態について説明したように、空打ち時に圧着部材同士の傷
つけを抑制することができる。
（態様Ｇ）
　（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）、（態様Ｅ）または（態様Ｆ）にお
いて、上記連結部材移動手段はクランク機構２７１などのクランク機構を有しており、上
記回転部材として、一端が回転軸２７１ｂなどの回転軸に連結されており、他端が第三コ
ネクティングロッド２７１ａなどの連結部材に対して回転可能に連結された回転ロッド２
７１ｃなどの板状部材を用いることができる。
（態様Ｈ）
　（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）、（態様Ｅ）または（態様Ｆ）にお
いて、上記連結部材移動手段はカム機構２７７などのカム機構を有しており、上記回転部
材として、回転軸２７６などの回転軸を中心に回転可能な偏心カム２７６などの偏心カム
を用いることができる。
（態様Ｉ）
　用紙束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少なくとも備えた用紙処理装置において
、前記用紙綴じ装置として、（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）、（態様
Ｅ）、（態様Ｆ）、（態様Ｇ）または（態様Ｈ）の用紙綴じ装置を用いた。これによれば
、上記実施形態について説明したように、用紙束の厚みによらず綴じ処理時の制御の簡略
化を図ることができる。
（態様Ｊ）
　用紙上に画像を形成する画像形成エンジン部１１０などの画像形成手段と、前記画像形
成手段によって画像が形成された用紙の束に対して綴じ処理を施す圧着綴じ装置２８０な
どの用紙綴じ装置とを備えた画像形成装置１０１などの画像形成装置において、前記用紙
綴じ装置として、（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）、（態様Ｅ）、（態
様Ｆ）、（態様Ｇ）または（態様Ｈ）の用紙綴じ装置を用いた。これによれば、上記実施
形態について説明したように、用紙束の厚みによらず綴じ処理時の制御の簡略化を図るこ
とができる。
（態様Ｋ）
　用紙上に画像を形成する画像形成装置１０１などの画像形成装置と、前記画像形成装置
によって画像が形成された用紙の束に対して綴じ処理を施す圧着綴じ装置２８０などの用
紙綴じ装置とを備えた画像形成システムにおいて、前記用紙綴じ装置として、（態様Ａ）
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、（態様Ｂ）、（態様Ｃ）、（態様Ｄ）、（態様Ｅ）、（態様Ｆ）、（態様Ｇ）または（
態様Ｈ）の用紙綴じ装置を用いた。これによれば、上記実施形態について説明したように
、用紙束の厚みによらず綴じ処理時の制御の簡略化を図ることができる。
（態様Ｌ）
　凹凸形状を有する一対の圧着部材の一方である可動圧着部材を移動させることで、一対
の圧着部材で用紙束を挟み込み該用紙束に綴じを行う用紙綴じ方法において、前記可動圧
着部材に一端が回転可能に連結された第一リンク部材と、装置本体に固定された固定部材
に一端が回転可能に連結された第二リンク部材と、該第一リンク部材と該第二リンク部材
それぞれの他端を回転可能に連結する連結部とが設けられたリンク機構の該連結部に一端
が連結された連結部材を、変位可能な回転軸を中心に回転可能な回転部材の同一方向の回
転動作により、該リンク機構を伸張させる第一位置と、該第一位置から退避し該リンク機
構を該第一位置の姿勢よりも屈曲させる該第二位置との間で往復移動させる。これによれ
ば、上記実施形態について説明したように、用紙束の厚みによらず綴じ処理時の制御の簡
略化を図ることができる。
（態様Ｍ）
　（態様Ｌ）において、上記可動圧着部材で上記用紙束が押圧させるように上記回転軸に
力がかかるよう、付勢手段により該回転軸を付勢する。これによれば、上記実施形態につ
いて説明したように、一対の圧着部材により用紙束を加圧することができる。
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